常滑窯の展開 by 中野　晴久
??特集  シンポジウム報告
　中野です。よろしくお願いいたします。
























約 50 ～ 100 年の年代の修正を行い、それに伴っ
て空白になった時期に新たな資料を入れ込んで、















までは約 20 ～ 25 年の期間で刻んでいますが、





































































































































































































































ている 12 ～ 13 世紀の知多半島の１つの特徴は、
窯が群集するということです。典型的な例として、
武豊町の中田池古窯址群があります（図２）。こ
こは A ～ G 地点に約 50 基の窯が分布していま
す。１つの丘陵で、山茶碗を主体に継続的に生産
を行っています。一方、常滑の鎗場御林古窯址群
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25 年と 50 年で違うため、同じように捉えるこ
とはできませんが、東海では中世後期 15 世紀頃
に再び生産が上がる傾向があるのに対して、関西
にはそれがありません。この原因は、幕府が鎌倉
から室町に移ったことと連動して、関西では備前
が急速に大型陶器の生産力を上げ、それによって
常滑が西日本から撤退するからだと考えます。た
だし、備前が須恵器系の生産地として成立し、そ
の後、常滑の甕と同じような色調を獲得していっ
た中で常滑からの直接的な技術移転の痕跡がまっ
たく窺えません。独自に新たな備前スタイルが確
立し、西日本の市場に君臨していったと考えられ
ます。それに対して、関東と東海では窯は少なく
なりながらも依然として常滑が対応しているとい
うことなのでしょう。この生産体制は、中世から
近世にそのまま受け継がれていくと思われます。
　以上をもって私の発表といたします。ご清聴い
ただき、ありがとうございました。

